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はじめに 
この度は Stage Evolution SM1200をお買い上げいただき誠に有難う御座います。製品の性能を十分に発揮させ、

末永くお使いいただくためにご使用になる前にこの取扱説明書を必ずお読み下さい。なお、本書が保証書とな

りますので、お読みになった後は大切に保存して下さい。 

 

ご使用になる前に取扱説明書をお読み下さい。 
1. 梱包を開き、破損した部品や欠品がないか確認して下さい。 

2. 感電防止の為、使用中は部品に触れないで下さい。アース端子は必ず接続して下さい。 

3. 各装置の設置を完了させるまでは電源を入れないで下さい。 

4. 本製品は屋内使用専用です。屋外では使えません。また、雨天や湿気の多い場所での使用はお止め下さい。火災や感電の原

因となります。 

5. 人の顔などに直接ノズルを向けて、フォグを出力しないで下さい。 

6. 本体は通気性の良い所に設置し、周囲に可燃物や爆発物を置かないようご注意下さい。また、使用中は本体が熱を持ちます

ので、近くには何も置かないで下さい。 

7. 電源は AC100V、50/60Hzにてご使用下さい。 

 

 

故障が生じた場合はお手数ですが販売店もしくは正規代理店に連絡してください。無断で本体カバ

ーを開けられた場合、保証の対象外となることがあります。 



 

 

 
 

1、基本仕様 
使用電源：   AC100V、50/60Hz 

ヒーター：   1000W 

ヒーティング時間：      約 10分 

タンク容量：   5リットル 

フォグ出力：   1132立方メートル/分 

サイズ：   24(W)×22(H)×53(D)cm 

重量： 12kg 

 

 

2、操作設定 
• 梱包材を本体から取り除き、ノズルが詰まっていないか確認して下さい。 

• 本体を平面上に設置し、高品質フォグリキッドを注入する為にリキッドタンクの蓋を緩めて下さい。 

• 本体リアパネルに搭載されたコントロール入力端子にリモートコントローラーを接続して下さい。 

• 本体を接続する電源が定格電圧 AC100V、50/60Hzであることを確認し、電源ケーブルのアースピンを必ず接線して下さい。 

• 本体に電源を接続すると本体がヒートアップモードになります。 

• リモートコントローラースイッチを本体背面の 5ピンコネクターに接続してください。電源コードを本体へ接続し、コンセントに

接続してください。電源スイッチを入れるとスイッチが橙色に点灯し、リモートコントローラーの COUNTNOUS LED（赤色）が点灯

します 

• ウォームアップが完了すると、リモートコントローラーの MANUAL の上の LED（緑）が点灯します。緑色のボタンは MANUAL ボタン

です。このボタンを押している間煙が噴出されます。 

• 連続で 30 秒程度出力させると内部ヒーターが再度ウォームアップする為出力が止まります。ウォームアップが終わり、リモート

コントローラーの MANUAL の LED（緑）が点灯すれば、再度出力が可能です。OUTPUT ツマミを調整することで噴出する煙の出力を

コントロールすることが可能です。 

• 赤色のボタンはコンティニューボタンです。1回押すとボタンが保持され、この間は煙が連続で噴出されます。もう 1回押すこと

で、ボタンが解除され噴出が止まります。 

• 黄色のボタンは TIMER ボタンです。ボタンを押すと DULATION ツマミ、INTERVAL ツマミで噴出量と噴出間隔を設定しておき、自動

で煙を噴出することが出来ます。もう一度押すと TIMER は解除されます。 

  DURATION ツマミ： 

噴出する煙の量を調整します。煙の噴出量が－で少なくなり+で多くなります 

INTERVAL ツマミ： 

噴出する煙の間隔を調整します。煙の噴出間隔が－で短くなり+で長くなります 

OUTOPUT ツマミ： 

噴出する煙の出力を調整します。煙の噴出力が－で弱くなり+で強くなります 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

3、メンテナンス 
フォグマシンはヒーターユニットの目詰まりで出力できなくなる可能性があります。 

ヒーターユニットの目詰まりの際は、保障対象外となります。 

下記注意点を留意することで、商品の対応寿命を延ばすことが可能です。 

 

使用しない際には電源をオフにしてください。常時電源をオンの状態ですと、ヒートアップとクーリングを行っており目詰まりの原因

となります。古いフォグリキッドや他の液体が混ざったフォグリキッド等は決して使用しないで下さい。  

 

フォグリキッドをタンクに注入後、すぐにタンクとフォグリキッドはボトルの蓋を締めるようにして下さい。本体内部ヒーティング部

品等に混入物などが堆積しないよう、使用時間 40 時間毎、または長期間使用しない場合など保管の際には、洗浄剤（蒸留水：80%、酢：

20%）をタンクに入れ内部洗浄を行う必要があります。 

 

洗浄方法は以下に従って下さい。 

 

①タンクを空にした上、上記の洗浄剤をタンクに注入して本体の電源をオンにして下さい。本体がウォームアップを開始します。 

②タンク内の洗浄剤が少なくなるまで本体を換気の良い場所で動作させて下さい。この際、タンクが空にならないようにご注意下さい。 

③これにて洗浄作業は完了です。フォグリキッドを再度注入し、本体を少しの間動作させて下さい。これによりポンプ、ヒーター内に

残っている洗浄剤を出力させる事ができます。 

※絶対にタンクが空の状態でフォグマシンを動作させないで下さい。 

長期間本体を使用しない場合は、フォグリキッドを抜き出し保管してください。 
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